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令和 5 年度資源評価結果に基づくと、漁獲圧 0.95Fmsy のもとでの令和 5年（2023 年）の再

評価 ABC は 21.2 万トンであった。 

 

そのため、④の条件を満たす前借りの範囲の最大値は 6 千トン（再評価 ABC21.2 万トン-調

整済み ABC20.6 万トン）となる。そこで、以下の漁獲圧の条件で暦年に基づく将来予測を行

った。 

 

・2023 年の漁獲量は 21.2 万トンに固定（調整済み ABC20.6 万トン＋前借り 0.6 万トン） 

・2024 年の漁獲量は 23.5 万トンに固定（ABC24.1 万トン-前借り 0.6 万トン） 

・2025 年以降の漁獲圧は 0.95Fmsy を上限とする漁獲管理規則に基づく 

 

この条件下で 2030 年に目標管理基準値を上回る確率は 54%であった。これは条件⑤を満た

すため、令和 5 年（2023 年）の前借りの最大値は 6 千トンとなる。 

 

 

令和５年度の資源評価結果について、以下の前提条件を満たす場合に、以下の内容での

試算等及び水産庁主催の会合等における説明をお願いいたします。 

 

【前提条件】 

資源管理基本方針（令和２年農林水産省告示第 1982 号）本則第１の２（４）②のア～オ

に掲げる「科学的に妥当な条件」を満たすこと。 

 

１．試算の内容 

① 令和５年度に更新された資源評価結果におけるβ=0.95 の漁獲シナリオを対

象とし、暦年の資源評価で試算する。 

② 令和５年の調整済みＡＢＣは昨年度資源評価における当初評価ＡＢＣ（220 千

トン）から令和４年調整分（14千トン）を差し引いた数量（206 千トン）。 

③ 令和６年の当初評価ＡＢＣから、令和５年の調整済みＡＢＣへ前借りする数量

を千トン単位で試算し、④～⑤の条件を満たす場合の最大値を示す。 

④ 前借り分を含めた令和５年のＡＢＣは、令和５年の再評価ＡＢＣを上回らない

範囲とする。 

⑤ 2030 年に親魚量が目標管理基準値を上回る確率が 50 パーセントを上回る。 
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TAC を削減した場合、元々の将来予測での想定よりも漁獲圧は低下するため、資源回復の速

度および確率は高まると予測される。そのため、資源量が減少するもしくは資源の回復が遅

れるなどの資源管理上のリスクが増加することはないと考えられる。 

 

  

２．科学的な助言のお願い 

令和５管理年度と令和６管理年度の間でＴＡＣを調整した場合に、その調整した数

量の一部または全量を、令和５管理年度中にＴＡＣから減じた場合、資源管理上の

リスクが増加するか否かについて科学的な助言をいただきたい。 
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